
1. 件名　　　　医薬品在庫管理システム（ソフトウェア・ハードウエア）

2. 履行場所　　長崎県壱岐病院　　壱岐市郷ノ浦町東触1626番地

3. 目的　　　　在庫の適正化、業務の効率化、使用期限・ロットの確実な管理を通じて、

　　　　　　安全で確実な医薬品管理体制を構築する。

4. 履行期限　　契約日から令和７年８月３１日

5. 機能仕様

(1)基本仕様

① Winodws11 で動作するｼｽﾃﾑであること。
② 各種運用でﾊﾝﾃﾞｨﾀｰﾐﾅﾙを利用できること。読み取るﾊﾞｰｺｰﾄﾞﾞはGS1ｺｰﾄﾞに対応しているこ

と。また新ｺｰﾄﾞと旧ｺｰﾄﾞの両方を読み取れること。
③ ｼｽﾃﾑはIDとﾊﾟｽﾜｰﾄﾞの入力により起動できること。
④ 在庫は、包装規格毎に保有し、在庫単位も薬品毎に箱単位、バラ単位で設定できるこ

と。
⑤ ｼｽﾃﾑの主ｷｰは、任意のｺｰﾄﾞが設定可能であること。
⑥ 主ｷｰにJANｺｰﾄﾞ、GS1ｺｰﾄﾞが紐づけられていること。
⑦ ﾏｽﾀ内の取引単価・薬価は全世代管理がされていること。
⑧ ｼｽﾃﾑ内の日付指定はｶﾚﾝﾀﾞｰ表示して指定ができること。
⑨ 在庫システムは2ライセンスまで使用可能なこと。
⑩ 既存の調剤システムとの連携が可能なこと。

(2)発注管理
① 発注ﾃﾞｰﾀ作成方式として、ｶﾅ、任意ｺｰﾄﾞで薬品検索が行えること。
② 発注ﾃﾞｰﾀ作成方式として、在庫数が設定した定数を下回った際、その差分を自動算出す

る定点発注が行えること。また、定点発注対象/非対象が薬品毎に設定できること。発注
点は３点設定できること。

③ 定点発注で自動算出した発注数を、任意に数量変更が行えること。
④ 発注ﾃﾞｰﾀ作成方法として、事前に任意のセットを作成し、その中から発注薬品を指定し

て発注データを作成できること。またセットは複数作成できること。
⑤ 発注ﾃﾞｰﾀ作成方法として、過去の指定した期間の出庫数量から1日平均を算出し、指定し

た日数分のﾃﾞｰﾀを作成する定期発注が行えること。
⑥ 発注ﾃﾞｰﾀ作成方法として、ﾊﾝﾃﾞｨｰﾀｰﾐﾅﾙでﾃﾞｰﾀ作成が行えること。
⑦ 発注ﾃﾞｰﾀ作成方法として、指定日の出庫された薬品一覧から発注データを作成ができる

こと。
⑧ 発注ﾃﾞｰﾀ毎に納品日と納品場所の指定が行えること。
⑨ 発注ﾃﾞｰﾀはｵﾝﾗｲﾝで卸へ送信できること。回線はｲﾝﾀｰﾈｯﾄ回線で送信できること。再送信

機能も保持していること。またｲﾝﾀｰﾈｯﾄに直接繋がっていない場合は発注ﾃﾞｰﾀをﾌｧｲﾙ出力
し、別のｲﾝﾀｰﾈｯﾄに接続されているﾊﾟｿｺﾝから送信できること。

⑩ 発注ﾃﾞｰﾀを仕入れﾃﾞｰﾀの登録時に納品予定ﾃﾞｰﾀとして利用できること。
⑪ 発注ﾘｽﾄは日付、卸別等複数の出力順が指定可能で、発行・再発行が行えること。
⑫ 発注ﾘｽﾄは保管場所別に出力できること。
⑬ 翌月発注（未来日発注）処理が行えること。
⑭ 作成した発注ﾃﾞｰﾀに、区分を付けてﾃﾞｰﾀ毎に種類を分ける管理できること。
⑮ 発注ﾘｽﾄも区分別に出力できること。
⑯ 発注した薬品が入庫した時点で指定部署へ出庫処理する場合、発注データ作成時にその

部署を指定できること。
⑰ 発注画面上で過去の発注履歴の参照が行えること。
⑱ 発注画面上で送信済み薬品と未送信の薬品の切替表示ができること。
⑲ 発注画面で指定した薬品の在庫情報、出庫履歴や出納情報の確認が行えること。

⑳ 卸との取引で口座を分ける薬品を設定し、その設定情報が発注送信時に卸に送れるこ
と。

㉑ 発注ﾃﾞｰﾀ作成時に納品日を指定することができること。その納品日が発注送信時に卸に
送れること。

㉒ 指定した納品日時点で現購入卸、単価から変更される場合は、変更後の卸、単価で発注
ﾃﾞｰﾀを作成すること。
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(3)仕入（入庫）管理
① 入庫ﾃﾞｰﾀ登録方法として、発注済み薬品の一覧（納品予定一覧）から入庫対象薬品を選

択して一括で入庫登録ができること。その際、卸や発注日等で絞込みができること。ま
た入庫対象薬品を選択した際、金額の合計も画面に表示されること。

② 分納があった場合は、今回入庫数のみ入庫登録を行い、未納分は未入庫ﾃﾞｰﾀとして管理
できること。

③ 入庫ﾃﾞｰﾀ登録方法として、ﾊﾝﾃﾞｨｰﾀｰﾐﾅﾙでﾃﾞｰﾀ作成が行えること。またﾊﾝﾃﾞｨﾀｰﾐﾅﾙのﾃﾞｰﾀ
をｼｽﾃﾑへ反映すると納品予定一覧と突合せを行い引き落とすことができること。

④ 入庫ﾃﾞｰﾀ登録方法として、発注ﾃﾞｰﾀを作成していない薬品でも、ﾊﾞｰｺｰﾄﾞやｶﾅ検索で薬品
を検索して入庫ﾃﾞｰﾀの作成が行えること。

⑤ 入庫ﾃﾞｰﾀの登録方法として、医薬品卸が対応可能な場合は納品実績をﾃﾞｰﾀｾﾝﾀｰ経由で取
込み入庫ﾃﾞｰﾀとして登録できること。その際、納品データ内の金額とマスタ内の金額と
差異がないかチェックできること。また納品データの中にシステム内の薬品マスタにな
いＪＡＮコードの商品が含まれていた場合エラー表示すること。

⑥ 入庫ﾘｽﾄは日付、卸別等複数の出力順が指定可能で、発行・再発行が行えること。
⑦ 未納品ﾘｽﾄが出力が行えること。
⑧ 未納品薬品ｷｬﾝｾﾙする場合、当該薬品を未納品一覧から削除できること。
⑨ 翌月仕入（未来仕入）処理が行えること。
⑩ 入庫画面上で過去の入庫履歴の参照が行えること。
⑪ 入庫画面で指定した薬品の在庫情報、出庫履歴や出納情報が確認が行えること。
⑫ 薬品の有効期限、ﾛｯﾄ情報の登録ができること。
⑬ 項目5の医薬品卸からの納品ﾃﾞｰﾀ取り込みの際、ﾃﾞｰﾀ内の有効期限・ﾛｯﾄ情報を登録がで

きること。また入庫情報に有効期限、ﾛｯﾄ情報が引き当たっていない薬品を確認できるこ
と。

⑭ ﾊﾝﾃﾞｨﾀｰﾐﾅﾙでも有効期限・ﾛｯﾄ情報の登録が行えること。また手入力でも入力が行えるこ
と。

⑮ 登録された有効期限情報に基づき在庫の有効期限ﾁｪｯｸができること。指定した日付に対
し、有効期限がその日付を超える薬品を抽出する事ができる事。またEXCELﾃﾞｰﾀとして出
力できること。

⑯ 登録されたﾛｯﾄ情報に基づき購入実績の確認ができること。指定したﾛｯﾄに対し、そのﾛｯﾄ
に該当する商品を抽出できること。

⑰ 卸への返品登録ができること。また項目5の医薬品卸からの納品データ取込を利用する場
合には返品情報も取り込むこと。

⑱ 値引き登録として、薬品個別の値引き登録と一括値引き登録ができること。
(4)出庫管理

① 出庫ﾃﾞｰﾀ作成方式として、ｶﾅ、任意ｺｰﾄﾞで薬品検索が行えること。
② 出庫ﾃﾞｰﾀ作成方法として、ﾊﾝﾃﾞｨｰﾀｰﾐﾅﾙでﾃﾞｰﾀ作成が行えること。
③ 出庫ﾃﾞｰﾀ作成方法として、指定薬品については指定部署に入庫した時点で自動的に出庫

ﾃﾞｰﾀの作成ができること。
④ 出庫ﾃﾞｰﾀ作成方法として既存の調剤支援ｼｽﾃﾑより処方情報、実績情報等を取り込み出庫

ﾃﾞｰﾀの作成ができること。
⑤ 出庫ﾃﾞｰﾀ作成方法として、任意の薬品のｾｯﾄを登録し、そのｾｯﾄの一覧に出庫数量を登録

して出庫ﾃﾞｰﾀ作成ができること。
⑥ 出庫ﾃﾞｰﾀ作成方法として事前に設定した部署別の定数一覧に出庫数量を登録して出庫ﾃﾞｰ

ﾀ作成ができること。
⑦ 出庫ﾘｽﾄは部門別等複数の出力順が指定可能で、発行・再発行が行えること。
⑧ 過去の出庫ﾃﾞｰﾀを画面上で検索でき、修正が行えること。
⑨ 出庫画面上で過去の出庫履歴の参照が行えること。
⑩ 出庫画面で指定した薬品の在庫情報、出庫履歴や出納情報の確認が行えること。

(5)請求管理
① 病棟/部署等からの請求情報を入力して管理ができること。
② 請求数の登録はｶﾅ検索と部署毎にｾｯﾄを作成してその中から選択して作成できること。

③ 登録した請求情報を出庫ﾃﾞｰﾀとして登録ができること。また発注ﾃﾞｰﾀとして登録ができ
ること。



④ 請求情報を請求部署別にﾘｽﾄ出力することができること。
⑤ 請求部署が直接請求入力できるための請求ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑを各部署内に配置できること。

(6)廃棄登録
① 廃棄、期限切れ等の登録ができること。廃棄理由を種別選択、コメント入力ができるこ

と。
② 廃棄関連のみのリスト出力ができること。また金額集計も行えること。

(7)棚卸管理
① 棚卸数量が書き込めるﾊﾞｰｺｰﾄﾞ付の棚卸調査表が出力できること。
② 棚卸調査表は設定した剤型別や保管場所別に出力できること。
③ 棚卸画面の薬品の並び順が調査表の出力順と同じにできるｿｰﾄ機能があること。
④ 棚卸数の作成方法として、ﾊﾝﾃﾞｨｰﾀｰﾐﾅﾙでﾃﾞｰﾀ作成が行えること。
⑤ 棚卸数の入力画面に初期登録として空欄、０、理論在庫のいずれかを設定ができるこ

と。
⑥ 棚卸ﾃﾞｰﾀ作成方式として、ｶﾅ、任意ｺｰﾄﾞで薬品検索が行えること。
⑦ 入力情報の妥当性の確認として、入力した棚卸数量が指定した過去の月の実績と比較が

できるﾁｪｯｸ機能。当月購入実績がないにもかかわらず、前月と在庫が変わっている薬品
がないかﾁｪｯｸする機能を保持していること。

⑧ 登録した棚卸数量とｼｽﾃﾑ内在庫数量との差分が確認できる対比表が出力できること。画
面、帳票で表示できること。

⑨ 対比表上生じている差分を出庫ﾃﾞｰﾀを作成して一括で調整できること。
⑩ 登録した棚卸実績に対して棚卸金額ﾘｽﾄの出力が行えること。（棚卸金額の評価はその時

点の納入価）
⑪ 棚卸は在庫を管理している部門（1次部門）の他病棟や部署等（2次部門）が実施できる

こと。棚卸金額は1次部門のみ、2次部門のみ、1次2次合算で算出ができること。

⑫ 棚卸金額は1次部門のみ、2次部門のみ、1次2次合算で算出ができること。
(8)マスタ管理

① 既存ｼｽﾃﾑより必要項目が付加された状態でﾃﾞｰﾀが出力される場合、ﾏｽﾀﾃﾞｰﾀを移行できる
こと。

② 薬品ﾏｽﾀには後発品区分（非該当、後発品、後発品無、後発品有）の設定ができること。

③ ﾏｽﾀ項目には以下の設定が含まれていること。
薬品ｺｰﾄﾞ/略称/薬価基準ｺｰﾄﾞ/規格単位/備考/剤型/採用開始日/採用停止日/発注開始日
/JANｺｰﾄﾞ/販売包装ｺｰﾄﾞ/調剤包装ｺｰﾄﾞ/商品名(漢字）/商品名（ｶﾅ）/包装規格/ﾒｰｶｰ/YJ
ｺｰﾄﾞ/HOTｺｰﾄﾞ/統一商品ｺｰﾄﾞ/ﾚｾﾌﾟﾄｺｰﾄﾞ/薬効大分類/薬効中分類/薬効小分類/毒劇区分/
習慣性区分/麻薬区分/保管場所区分/向精神薬区分/覚醒剤区分/生物由来品区分/保管温
度区分

④ ﾏｽﾀの項目として内容を任意に設定できる独自ﾏｽﾀが複数あること。
⑤ JANｺｰﾄﾞ/販売包装ｺｰﾄﾞ/調剤包装ｺｰﾄﾞは現/旧ｺｰﾄﾞが保持されること。
⑥ JANｺｰﾄﾞがない商品を登録する際にﾀﾞﾐｰのｺｰﾄﾞを自動作成できること。
⑦ 各種ﾏｽﾀは随時修正ができること。
⑧ 採用薬品一覧集が出力できること。
⑨ 1つの薬品に対し、保管場所は複数設定することができること。
⑩ 保管場所内でさらに詳細に棚番設定ができること。
⑪ 登録されている薬品ﾏｽﾀのﾊﾞｰｺｰﾄﾞ付き薬品集が出力できること。その他ﾗﾍﾞﾙ形式、ｼｰﾙ形

式の出力もできること。
⑫ 登録されている採用薬品の薬効別一覧が出力できること。
⑬ ﾏｻﾞｰﾏｽﾀを保持し、新期登録の際GS1ｺｰﾄﾞ若しくは薬品名で検索すると薬品の基本情報が

登録できること。ﾏｻﾞｰﾏｽﾀにない場合は手入力で薬品登録ができること。ﾏｻﾞｰﾏｽﾀは毎月
更新とすること。

⑭ ﾏｻﾞｰﾏｽﾀはﾊﾟｿｺﾝが直接ｲﾝﾀｰﾈｯﾄに接続されている場合は直接ﾃﾞｰﾀを取得して更新ができる
こと。ｲﾝﾀｰﾈｯﾄに接続されていない場合は手動で更新ができること。

⑮ ﾏｻﾞｰﾏｽﾀの内容と薬品ﾏｽﾀの内容をJANｺｰﾄﾞで突き合わせて最新情報に更新ができること。
更新情報の確認は、薬品単位と全薬品の両方行えること。



⑯ 登録されているﾏｽﾀ情報をEXCELﾌｧｲﾙに一度出力し、EXCEL上で変更した後に再度取り込ん
でﾏｽﾀ情報の変更ができること。

⑰ 手入力で新規薬品を登録する際、既に登録されている薬品情報の内容をコピーし、任意
の項目を変更して登録ができること。

⑱ 棚番毎の定数の一覧表が出力できること。
(9)帳票出力

① 以下の帳票が出力されること。また帳票は全てEXCEL形式で出力されること。出庫金額、
在庫金額の評価はマスタの最新の納入価で評価すること。
（帳票出力一覧）
・発注ﾘｽﾄ・・・・・・・・発注ﾃﾞｰﾀ登録された薬品のﾘｽﾄ。
・発注点割れﾘｽﾄ・・・・・ｼｽﾃﾑ内の在庫数量が定数を下回っている薬品の一覧ﾘｽﾄ
・送信済ﾘｽﾄ・・・・・・・発注ﾃﾞｰﾀのうち、発注処理済みの薬品のﾘｽﾄ
・未送信ﾘｽﾄ・・・・・・・発注ﾃﾞｰﾀのうち、発注未処理の薬品のﾘｽﾄ
・入庫ﾘｽﾄ・・・・・・・・入庫ﾃﾞｰﾀ登録された薬品のﾘｽﾄ
・未納品ﾘｽﾄ・・・・・・・発注処理した薬品のうちまだ入庫登録されていない薬
　　　　　　　　　　　　 品のﾘｽﾄ
・出庫ﾘｽﾄ・・・・・・・・出庫ﾃﾞｰﾀ登録された薬品のﾘｽﾄ。部門別等の出力が行え
　　　　　　　　　　　　 る。
・棚卸調査表(ﾊﾞｰｺｰﾄﾞ)・・ﾊﾞｰｺｰﾄﾞ付の棚卸調査表
・棚卸金額ﾘｽﾄ・・・・・・登録した棚卸数量を金額算出するﾘｽﾄ。
・月度日次一覧･・・・・・発注、入庫、出庫の1ヶ月の数量実績をｶﾚﾝﾀﾞｰ形式で
　　　　　　　　　　　　 出力する。
・在庫ﾘｽﾄ・・・・・・・・ｼｽﾃﾑ内の現在在庫情報を出力する。
・金額一覧･・・・・・・・薬価、納入価、在庫金額、薬価差率等入庫、出庫ﾃﾞｰﾀ
　　　　　　　　　　　　 を金額ﾍﾞｰｽで出力する。
・ﾗﾝｷﾝｸﾞ･・・・・・・・・入庫、出庫実績を金額ﾍﾞｰｽでﾗﾝｷﾝｸﾞで出力する。
・薬価差益･・・・・・・・入庫、出庫実績の薬価差益情報を出力する。
・ﾃﾞｯﾄｽﾄｯｸ･・・・・・・・入庫、出庫実績で指定した月数内に実績がない
　　　　　　　　　　　　（ﾃﾞｰﾀが存在しない）薬品を出力する。
・出納簿･・・・・・・・・指定した薬品の入出庫明細履歴を出力する。
・年次ﾘｽﾄ・・・・・・・・発注、入庫、出庫、在庫の年間の数量実績を各月別に
　　　　　　　　　　　　 出力する。
・ABC分析・・・・・・・・入庫、出庫実績の金額ﾍﾞｰｽのﾗﾝｷﾝｸﾞの上位からABCﾗﾝｸ
　　　　　　　　　　　　 分けして出力する。
・任意帳票･・・・・・・・在庫ﾘｽﾄ、ﾗﾝｷﾝｸﾞ、薬価差益、ABC分析の各ﾘｽﾄの出力項
　　　　　　　　　　　　 目を任意に選択し出力する。出力する項目を選択する
　　　　　　　　　　　　 ことができること。またその選択した出力項目を保存
　　　　　　　　　　　　 することができること。保存は何種類もできること。

(10)見積管理
① 見積金額の登録方法として卸に見積金額を登録してもらうためのﾌｧｲﾙの出力が行えるこ

と。（EXCEL,等）卸が価格を入力したﾌｧｲﾙの取り込みが行えること。
② EXCELﾌｧｲﾙには指定した期間の購入実績数を参考情報として表示することができること。

③ 各卸の見積金額のうち同価格のみ抽出することができること。
④ 各卸の見積金額のうち薬価との乖離率を調べることができること。乖離率は上限/下限で

指定できること。
⑤ 確定した金額で、指定した日から遡って更新することができること。
⑥ 各卸の見積金額をまとめる見積金額ﾘｽﾄが出力できること。
⑦ 金額確定後、これまでの取引卸及び金額の変更内容が確認できる変更ﾘｽﾄが出力できるこ

と。
(11)その他

① 薬価金額の一括更新が行えること。
② 発注点を過去の出庫実績に基づいて薬品別に算出し一括で変更が行えること。算出結果

は個別に変更できること。



③ 全ﾏｽﾀ情報をEXCEL形式若しくはﾃｷｽﾄ形式で出力することができること。出力する項目を
選択することができること。
またその選択した出力項目を保存することができること。

④ 発注、入庫、出庫の履歴情報をEXCEL形式若しくはﾃｷｽﾄ形式で出力することができるこ
と。出力する項目を選択することができること。

⑤ 定数管理ﾏｽﾀを保持し、薬品単位、部署単位で定数情報が確認できる帳票が出力されるこ
と。またﾊﾞｰｺｰﾄﾞ付きの定数表も出力できること

⑥ 既存ｼｽﾃﾑよりﾃﾞｰﾀが出力される場合、履歴ﾃﾞｰﾀを移行できること。
⑦ ﾏｽﾀの複数一括登録用の様式ファイルを出力し、その様式に登録したい薬品の情報を入力

後に取り込むと登録できること。
6. 概要

(1)設置箇所　　壱岐病院薬局
(2)参考機種　　別紙1の通り
(3)その他

ア．同等品の申請は機器の詳細がわかる資料（機器カタログ等）指定の期日までに提
　　出し事前に承認を得ること。
イ．設置工事の具体的日時については、その都度、甲乙が協議し、調整・決定する。
ウ．適正な点検を行い、病院機能に支障のないよう業務を行うこと。又、突発的な事
　　象にも迅速な対応を行うこと。
エ．環境衛生の維持管理に関する監督を行い、衛生的環境の確保に努めること。



別紙1

Ⅰ ハードウェア
1. ハンディターミナル

型式：BT-1550
ﾒｰｶｰ：KEYENCE

2. BT-1000シリーズ用通信ユニット (USBタイプ)
型式：BT-UC10U
ﾒｰｶｰ：KEYENCE

3. BT-1000シリーズ用充電池パック 大容量タイプ
型式：BT-B12
ﾒｰｶｰ：KEYENCE

4. デスクトップパソコン
型式：Pro SFF400G9-HSC-F003SF
（モニター：21.5型ワイドカラー液晶ディスプレイ PTFBLG-22W）
ﾒｰｶｰ：HP Inc. 

5. ラベルプリンタ
型式：HC4-LX
ﾒｰｶｰ：サトー

6. 外付けHHD
型式：HDJA-UT1R
ﾒｰｶｰ：アイ・オー・データ機器

7. カラーレーザープリンター
型式：C650
ﾒｰｶｰ：OKI

詳細な仕様については、基準品のパンフレット等を参考にすること。

Ⅱ 注意事項
1. 上記要求機器仕様基準品と同等品以上の機器にて入札すること。
2. 上記基準品以外の機種で入札する場合は、設置現場の現況確認の上、機種選定し、

「仕様回答書」として、下記の期日までに郵送または持参にて提出し、事前に
審査を受けること。

Ⅲ 仕様書提出場所
1. 提出場所　　　長崎県壱岐病院　財務係
2. 提出期限　　　令和7年4月22日　17：00までに提出すること。
3. 記載内容等　　メーカー名・品名・規格・型番を明記し、仕様要件と入札要件が

　　　　　　　比較できるよう記載、代表者職氏名・代表者印押印、仕様を
　　　　　　　満たす機種のカタログ等仕様が確認できる書類を添付。

4. 審査結果　　　令和7年4月24日までに財務係より審査結果を回答する。


